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はじめに、このテーマを設定した背景には、2009年にインターンシップでカンボジアを訪問した経験が大きく影響している。インターンシップでは、ストリートチルドレンの施設や日本人の支援で設立された日本語学校、女性自立支援団体、地雷被害者への義足支援センターなどを訪れた。これらの施設の多くは外国からの支援や寄付金によって運営されていた。また街のいたるところに支援により建設されたものが多く存在した。この時私は、他国からの多額の資金援助に頼ってしまっているカンボジアの在り方に疑問を抱いた。もちろん、内戦によって知識人の多くが虐殺され、インフラの整備も不十分な点を考えると一定の資金援助は必要だと考える。しかし、その援助に頼ってばかりでは、カンボジアは、このまま自立することが難しくなるだろう。資金の援助以上に、持続可能な支援が必要ではないか。資金の援助は永久に続くものではない。カンボジア国民１人１人がお金を生み出すノウハウを学び、援助がなくても自分たちの手でカンボジアの経済を活性化させることが今後必要になってくると強く感じた。またこれらのことはカンボジア以外にも、多額の支援金を受けている多くの発展途上国においても言えることだと考える。
そこで私が注目するのは、持続可能な支援として今後より広まっていくだろうと考える「ソーシャルビジネス」だ。「ソーシャルビジネス」という言葉はまだ日本では浸透していない言葉かもしれない。「ソーシャルビジネス」とは、環境・貧困などの社会的課題の解決を図るための取り組みを持続可能な事業として展開することである。低利融資を通じて貧困層の自立を支援し、ノーベル平和賞を授与されたグラミン銀行が典型例であり、「ソーシャルビジネス」という言葉を世界に広めたと言っても過言ではないだろう。私は貧困という難題にビジネスの手法で取り組む「グラミン銀行」のシステムが、現在資金援助が主流となっている発展途上国への支援を、持続可能なものに変えることができると考える。
本論文では、「ソーシャルビジネス」の典型的な例である「グラミン銀行」に注目し、そのシステムをよく理解した上で、今後の「グラミン銀行」のシステムの可能性を考えていきたいと思う。
第1章 グラミン銀行
1- １　グラミン銀行とは
　グラミン銀行はバングラデシュにある銀行であり、貧しい人々を対象とする無担保の融資を行っている。「グラミン」とは、ベンガル語で「農村」という意味である。名前から分かるように、グラミン銀行の主な活動は農村を中心として行われている。グラミン銀行は、１９７６年、チッタゴン大学の経済学部長であったムハマド・ユヌス博士による、貧困を削減するためのプロジェクト「グラミン・バンク・プロジェクト」が始りである。２００７年５月の時点で、７８，１０１の村の人々が１,１３３，４８２のグループと１２７，４３８のセンターを通してグラミン銀行を利用し、バングラデシュの８割以上の村で７００万人がグラミン銀行から無担保でマイクロクレジットを受けている。このマイクロクレジットについては、第２章で詳しく述べたいと思う。
1- ２　創設者ムハマド・ユヌス氏とは
　グラミン銀行創設者のムハマド・ユヌス氏は、１９４０年バングラデシュ・チッタゴンにて誕生した。チッタゴン・カレッジ、ダッカ大学を卒業後、チッタゴン・カレッジの経済学講師を経て、米ヴァンダービルト大学で経済学博士号を取得。１９７２年に帰国後、政府経済局計画委員会副委員長、チッタゴン大学経済学部学部長を務めて教鞭を執るが、１９７４年の大飢饉後に貧しい人々の窮状を目のあたりにして以来、その救済活動に目覚め、１９８３年にはグラミン銀行を創設。マイクロクレジット（無担保少額融資）で農村部の貧しい人々の自立を支援する手法を全国で展開し、同国の貧困軽減に大きく貢献した。これが多くの国際機関やNGOなどの支援活動の模範となり、現在では全世界で１億人以上がマイクロクレジットの恩恵を受けていると言われている。
１-３　グラミン銀行設立の経緯
　１９７４年、バングラデシュを襲った大飢饉は創設者ムハマド・ユヌス氏の人生を変えた。飢饉を目のあたりにして、ユヌス氏は「経済理論は飢えて死にゆく人々を救うことが出来ない」という虚しい感情にとらわれた。そこで、貧しい人々の暮らしを反映するような生きた経済学を探究しようと、大学の隣にあるジョブラ村の貧しい家々を訪れた。ある日、竹の椅子を編んでいた１人の女性に出会う。彼女は、仲介人から５タカ（１６セント）を借り、それを元に竹を買って椅子を作り、出来上がった椅子を仲介人に売っていた。こうして彼女は、１日に５０パイサ（１．６セント）稼いでいた。この時ユヌス氏は、１日中働いた稼ぎが５０パイサであることに衝撃を受けた。また彼女の貧しさは、現金を仲介人から借りている為、製品を買い叩かれていることにあるとユヌス氏は感じた。もし、彼女が信用されて少額を借りることができれば、製品を買い叩かれずに、もっと高い値で売れると考える。ユヌス氏はさっそく、ジョブラ村に彼女と同様な人が何人いるのかを調査した。調査の結果、４２世帯が合計８５６タカ（およそ２７ドル）借りていることが分かった。わずか２７ドルにも満たない額がないばかりに、４２世帯の人々は悲惨な暮らしをしているのだ。しかし、貧しい人々に信用貸しするフォーマルな機関はない。その後、銀行に貧困者対象の金融の案件を持ち込んだ。しかし、銀行は貧しい人々は信用に値しないとの返事をした。貧しい人々には顧客としての信用履歴がなく、担保もない。しかも彼らは読み書きができないので、必要な文書に書き込むことすらできない、というのがその理由だった。そのような人々に金を貸すという考えは、銀行家として収入を得るためのあらゆるルールに反していた。ユヌス氏は、銀行はすでにお金を持っている人々にしか金を貸さないと感じた。
　数カ月以上におよぶあらゆる努力が失敗に終わった後、ユヌス氏は新しい方針でやってみることにした。貧しい人々に対するローンの保証人になることを申しだしたのだ。実際には、銀行がユヌス氏に金を貸し、その金を今度は貧しい人々に貸し与える、というものだった。銀行もこのプランに同意した。実際に村人たちにその金を貸し始めると、きちんと決まった日時にローンを返済した。この良い結果を見れば、銀行家も貧しい人々に金を貸そうという気になるだろうとユヌス氏は感じたが、実際はこれっぽっちの変化もなかった。彼らにとっては、わずかなローンを貸し出すより、担保のある人により多くの額を貸し出した方が、その借金を彼らが返済しなかったとしても、ずっと儲かるということなのだ。
　銀行の規則が変わるという可能性をまったく見いだせないまま、ユヌス氏は、貧しい人々の為に銀行を創設することを決めた。担保や信用履歴、どんな法的な文書も要らない銀行だ。１９８３年には独立した銀行として政府から承認された。その銀行が「グラミン銀行」である。こうして様々な努力により「グラミン銀行」は誕生した。
１－４　グラミン銀行の特徴
　グラミン銀行の大きな特徴は６つ挙げられる。
１．貧しい人々しか融資を受けることができない。
　グラミン銀行のメンバーになる条件は、土地を全く持っていないか、０．５エーカー未満の耕作地しか持っていないことである。つまり、貧しい人々だけがメンバーになれるのである。
２．メンバーになるためには自分たちで５人グループをつくること。
　１の条件を満たした人は、個人ではなくグループでグラミン銀行に参加し、様々なサービスを受けることになる。そのため、同性５人からなるグループをつくらなければならない。同性の理由は、男性と女性の混合グループでは、女性が思うように意見が言えないからである。グループをつくる時は、女性であれば、まず、男性（夫または父）に相談し、許可を求めるのが一般的である。それから、他の４人を誘う場合が多い。誘われた方も、男性の許しを得てから加わる。
　グループには、１世帯から１人だけしかメンバーになれず、ほとんどが隣人同士である。グループを結成した後、グループ長とグループ書記を決め、７日間の有料研修を受ける。口頭試験に全員合格すれば、正式なメンバーとなる。研修では、グラミン銀行の規則や自分の名前を書くことなどを学ぶ。「自分の字が書ける」ということは、女性にとって大きな喜びとなり、それが自信に繋がる。しかし、そう簡単に名前が書けるようにはならない。皆が相当の努力を払っている。口頭質問には書いて覚えることが難しいため、全て暗記して臨む。
　グラミン銀行は、こうした仕組みを用いることで、何かをしようとする意志のある人を選別している。そのため、もともとインセンティブの比較的高い人が、そのメンバーになる可能性が高いといえるだろう。
３．担保はいらないが５人で連帯して返済に責任を持つ。
　５人グループのうち、融資を受けた誰かが、返済できなくなると、同じグループの他のメンバーが融資を受けられなくなるため、連帯して返済について責任を持たなければならない。この仕組みが担保の代わりとなっている。
４．毎週集会所で開かれる集会に参加すること。
　メンバーが５人でグループを組むと、センターという大きなグループに所属する。センターのメンバーは、集会所で週１回集会を開く。男性メンバーと女性メンバーが同席することはない。集会に必要な場所は、メンバー自身が用意する。皆で資金を出し合って集会所を立てたり、メンバーの誰かが場所を提供したりする。
　集会の時間が近づくと、グループ長が中心になり、グループの仲間に声をかけながら、集会所に連れていく。
　集会は、メンバーに時間を守ること、返済金をきちんと払うといった規律を身につけさせ、それぞれの役割を積極的に果たすことができるように工夫されている。
５．支店の行員が集会所にくること。
　グラミン銀行の女性たちは、ほとんどが学校教育を受けたことがない。よってグラミン銀行の行員は、女性たちにとって、学校教育を受けた身近なモデルなる。
　行員の採用条件は、採用後直ちに支店長となる支店長職の場合は、修士号を習得していること。また、一般行員の場合は、２年間のカレッジ教育を経験していることが条件である。
　集会では行員はまず、銀行業務（返済金を集める、出席簿をつける、ひとりひとりの通帳の記帳をする、融資の申請を受ける）を行う。銀行業務が終わると、皆で話をする。行員は自分の判断で、その日話すテーマを決める。本店からの指示があった場合は、行員は分かりやすく、且つ公平に情報を伝達しなければならない。
６．自分たちで考えて経済活動に融資を活用すること。
　多くの女性たちにとって、資金を使って働く、つまり自衛をするのは初めてのことである。そのため、まず、自分ができそうなことを考える。グラミン銀行は、ある程度のアドバイスはするが、特別な職業プログラムを通して、女性に専門技術を教え、自活の道を開かせるという方法をとっていない。人々は必要な技術はすべて身につけているのであり、資金を必要としている、と考えているからである。
　グラミン銀行のメンバーは、融資を様々なことに使うが、このうち、女性による資金の使い方には、２つのパターンがある。１つは、女性が１人で活用するパターン。もう１つは、夫と共同で活用するパターンである。グラミン銀行は、夫との共同を認めている。
第２章　グラミン銀行から生まれたマイクロクレジット
　第2章では、グラミン銀行を語るにあたって、重要となる「マイクロクレジット」について述べたいと思う。
２-１　マイクロクレジットとは
　マイクロクレジットとはグラミン銀行から生まれた。貧しい人々を対象に、フォーマルな少額融資を行い、彼らの生活が成り立つように促す仕組みである。その目的は、貧困を緩和することである。これまで、需要はあったにも関わらず、貧しい人々は融資の対象とみなされず、相手にされてこなかった。マイクロクレジットは、そのような人々に融資するのである。
　マイクロクレジットは、常識では返済できないだろうと思われていた貧しい人々を対象としたきちんとした融資である。よって、慈善ではなく、利子を払うのだが、それは適切なものであり、彼らを搾取の対象としていない。
２－２　マイクロクレジットの特徴
　成功しているマイクロクレジットの特徴として次のことが挙げられる。
・最貧困層が対象である。
・プログラムは女性が融資を受けやすいように運営されている。
・融資の審査と承認の手続きが容易である。
・融資や関連サービスを便利で友好的に、近隣・村レベルで提供している。
・融資は少額で、短期間（３か月から１年）である。
・貸付の回収方法が分かりやすい。
・貸付の返済が終わると同時に、より多額の融資を提供している。
・発展途上国では運営コストを賄えるほどの利子率を、先進国では少なくとも一般の銀行と同水準の利子率を設定している。
・貯蓄も推奨している。
・ビジネスに関する情報や専門知識を持ち、零細企業家に助言を行っている。
２－３　マイクロファイナンスとは
　マイクロクレジットとは、貧しい人や所得の低い人を対象として、フォーマルで小規模だが、融資の他に貯蓄や保険などのサービスを含む、金融として見た場合に「マイクロファイナンス」という呼び方がある。
　マイクロクレジットの誕生から３０年以上が経過した今日、そのサービス対象が預金や送金、保険などにまで拡大している。これらの金融サービスは経済活動を行う上で欠かせないものである。
　貧困層の経済的自立を支援するためには、融資だけでなく預金・送金・保険といった他の金融サービスの提供も必要であることが認識されるにつれ、「マイクロファイナンス」という言葉が広がっていった。
第３章　グラミン銀行の成功の秘訣
　ここまで、「グラミン銀行」とグラミン銀行から生まれた「マイクロクレジット」の説明を行ってきたが、本章では、なぜグラミン銀行が成功を収めたのかを考えていく。
　これまでの常識では、貧困者対象の少額融資は貸し倒れが多く、採算が取れないと考えられていた。しかし、グラミン銀行はその常識を覆した。９８％の返済率を記録しており、貸し倒れはわずか２％となっている。これまでの常識では考えられなかった、貧困層向けの融資を成功させた理由は果たして何なのか、探っていく。
３－１　逆転の発想が成功への道
　グラミン銀行創設者ユヌス氏は、成功理由を以下のように述べている。
　「この大成功の第１の理由は、まさに私が銀行のことを何も知らなったからだ。いわゆる銀行業務の常識や習慣を知らないために、私達はそれまでの常識にとらわれずに、正しいと思うことをやることができた。そして第２の理由は、これまでの銀行がやってきたことと全く正反対のことをやったからだと思う。」
　また、ユヌス氏は「貧困とは貧民によって作り上げられたものではなく、むしろ私達が制度化してきた慣行や政策によって作り上げたものである」と述べている。要するに、「制度化してきた慣行や政策」を作ってきた従来の「常識」に囚われていては、貧困はなくならない。「貧困のない世界を創る」ためには、私達の常識に囚われない「創造力」が問われているということだ。
　ここで、第２の成功理由を詳しく考えていきたい。グラミン銀行と従来の違いは以下の通りだ【図３参照】。これを見れば分かるが、ユネス氏が述べるように、グラミン銀行が従来の銀行と全く正反対の運営を行っていることが分かる。専門家ではないからでこそできる、この逆転の発想がグラミン銀行を成功へと導いた。

【図３】従来の銀行とグラミン銀行の違い
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（出所：世界を変えるデザイン展）
３－２　その他の「グラミン銀行」成功理由
　３－１で述べた以外にも、グラミン銀行の成功理由はある。それは、グラミン銀行特有の仕組みにあると考える。以下５つ、その理由を挙げる。
①５人１つのグループと毎週の返済が小規模融資に機能的に活躍している。
②借り手のニーズと状況を把握して、マイクロクレジットを貸し付けている。
③グラミン銀行は行員より、借り手の方が融資の使い道を理解している為、いちいち口を出さない。
④貸付後のメンバーに対する行員の透明性と、親切なモニターリングが機能している。
⑤グラミン銀行の規則（１６カ条の決意）やシステムを借り手が厳密に守っている。
　ここで、私が注目したいのが、①の理由である。「５人グループ」というのが、グラミン銀行の特徴だが、この５人グループは大きな意味を持つものだと私は考える。グループの誰かが返済できなくなると、同じグループの他のメンバーが融資を受けられなくなるというのは第１章でも述べたが、連帯責任を持たなければならないことが、メンバー同士の監視に繋がっていると思うからだ。また、グループにすることによって、互いが協力し合い、連帯感が生まれるという利点もあると考える。
　そして、成功理由をみると、徹底した借り手へのケアと配慮をしていることが伺える。
　グラミン銀行の成功は、融資をする側の細やかな配慮と地道な努力、また借りる側における個人個人の努力、双方の強い思いと努力によって成し遂げられたものであると私は思う。
　補足として、⑤の文中に出てきた「１６カ条の決意」を紹介したいと思う。
「１６カ条の決意」
　「１６カ条の決意」とは、１９８４年、全国のワークショップにおいて、メンバーの代表１００人が、自分達の生活を良くするために、そして、最終的には貧困から脱出するために作ったものである。
　以下、詳しく見れば分かるように、グラミン銀行は、ただ貧しい人々に融資するだけではなく、生活の質を高めるような価値観を人々に浸透させた。
（１）私達は、どのような人生を歩んだとしても、グラミン銀行の４つの原則である、規律、団結、勇気、勤勉を守ります。
（２）私達は、家族に繁栄をもたらします。
（３）私達は、あばら家には住みません。できるだけ早く改築するか、新築できるように、仕事に励みます。
（４）私達は、１年中野菜を作り、たくさん食べます。余ればそれを売ります。
（５）私達は、苗木を植える季節には、できるだけ多く植えます。
（６）私達は、家族計画をし、出費を最小限に抑え、健康に注意します。
（７）私達は、子供に教育を受けさせます。子供が教育費を稼げるようにします。
（８）私達は、常に子供の身体を清潔に保ち、家屋や周囲の環境の美化に努めます。
（９）私達は、簡易トイレを設置し、使います。
（１０）私達は、水を飲む前に沸騰させるか、ミョウバンで浄化します。砒素を取り除くために、フィルターを使います。
（１１）私達は、息子の結婚で持参金を要求せず、娘の結婚でも持参金を出しません。児童婚はさせません。
（１２）私達は、誰にも不正義を押し付けず、誰からも不正義を押し付けられることを許しません。
（１３）私達は、より高い収入を得るために、共同で大きな投資を行います。
（１４）私達は、常に助け合います。誰かが困っているなら、皆で助けます。
（１５）私達は、どこかのセンターが規律を破っていると分かれば、皆で駆けつけ、規律の回復の手助けをします。
（１６）私達は、全ての社会活動に、皆で参加します。
３－３　「マイクロクレジット」の成功
　「グラミン銀行」から生まれた「マイクロクレジット」は、グラミン銀行の成功に大きく貢献したと考える。
　これまで貧困者向けの融資は貸し倒れが多く、失敗すると考えられてきた。地主などが貸す場合の金利の異常な高さは、この貸し倒れのリスクに対応したものであると考えられる。このような状態を経済学では「情報の非対称性」による「逆選択」が発生している状態であると考える。これは、貸し手は借り手に対する十分な情報を持っていない事から発生するものであり、決して地主と小作人の間にある権力関係から発生する搾取ではない。また、高利貸しから借りたお金が返せずに土地を取られてしまった、といった話も聞いたことがあるだろう。これも、「モラルハザード」の防止という観点から必要とされる処遇だ。
　以下、「情報の非対称性」と「モラルハザード」について説明したいと思う。
　まず、「情報の非対称性」につて説明する。一般にお金の貸し手は借り手に対する十分な情報を持っていないため、その人が真面目にこつこつと働いてお金を返そうとしているのか、一発のでかいのを狙ってお金を返そうとしているのか区別することができない。前者を低リスクの借り手、後者を高リスクの借り手、と呼ぶ。そこで、お金の貸し手は高リスクの借り手と低リスクの借り手の割合に応じた金利でお金を貸す。低リスクの借り手が多ければ、金利は低くなり、高リスクの借り手が多ければ、金利は高くなる。しかし、低リスクの借り手にとってこの金利は高く思えるために、お金を借りようとしない。逆に高リスクの借り手にとってこの金利は低く思われるので、積極的に借りようとする。そのため、お金を借りるのは高リスクの借り手ばかりになり、低リスクの借り手がいなくなってしまう。これを「逆選択」が発生している状態と呼び、高い金利が設定されてしまう。また、この状態では優良な借り手である低リスクの借り手がいなくなってしまう。これらは社会的に非効率であると考えられる。
　グラミン銀行では、この「逆選択」を回避するために、「相互選抜」と呼ばれるメカリズムを導入している。借り手はお金を借りるためには、責任を連帯するグループを組む必要がある。村の中でグループを組む仲間を捜す際に、村民はグラミン銀行の職員よりも、村民の性格や過去の経歴について詳しく知っているため、連帯責任を負わされる可能性の高いリスクの高い借り手とグループを組むことを避けることができる。これが「相互選抜」のメカリズムである。
　次に、「モラルハザード」の説明をする。一般にお金を借りる時には「いつまでに、これをやってお金を返す」という契約を結ぶ。しかし、借り手はお金を借りた後に気が変わって、急にリスクの高い事業を行おうとしたり、さぼって借金を踏み倒そうとするかもしれない。これを「モラルハザード」と呼び、効率性が損なわれる。これを防ぐために貸し手は借り手がお金を返せなかった場合を極端に恐れるような懲罰的な条件を付与する。お金が返せない場合に担保の土地を取り上げる、というのがこれに当たる。しかし、このような懲罰的な条件を貸してお金を貸したとしても、天候不順や突然の事故などによって失敗する可能性を取り除くことはできない。真面目にやっても土地を取られてしまう可能性が高くなると、真面目にやっても割に合わなくなるので、借り手はますますさぼるかもしれない。また、一般に小作農よりも自営農の方が、生産性が高いので、小作人が増えすぎると効率性を損なう。
　グラミン銀行の利用しているグループ融資は、このやっかいなモラルハザードを防ぐことにも役立っている。村民同士が連帯責任を負っているため、相互にリスクの高い事業を行おうとするのを牽制し合うためだ。
　以上のように、グラミン銀行には、金融機関が必然的に抱え込んでしまう「非対称性」や「モラルハザード」を軽減させるシステムが備わっているため、成功できたのではないかと考える。
第４章　グラミン銀行の成功がもたらしたものとは
　様々な理由により成功を収めたグラミン銀行。本章では、その成功がもたらしたものを考えていきたい。
　私は、グラミン銀行成功の影響を１番に受けたのは、貧困女性であると考える。なぜなら、これまでにも述べたように、グラミン銀行の融資先は貧しい人々であり、また利用者のほとんどが女性であるからだ。以下、バングラデシュにおける女性の現状を踏まえたうえで、グラミン銀行成功における利用者の変化を述べていきたいと思う。
４－１　グラミン銀行とバングラデシュの女性
　バングラデシュの人々は、８０％が農村部に住んでいる。その多くが自給自足をする農民ではなく、土地のない貧しい賃金労働者である。彼らが頼れる資源は、自分たちの労働力だけだ。そのため、そのときどきの経済情勢に翻弄され、深刻な状況に陥りやすい。
　豊かな国の人々が、生存を脅かされるほどの状況に陥りにくいのは、様々な社会保障制度があるからである。一方、バングラデシュの貧しい人々には、生活の基盤を支えるこうした社会保障がほとんど存在しない。
　またそのような中で、特に女性はさらに不利な立場にある。バングラデシュには、イスラム教徒９０％弱、ヒンドゥー教徒１０％強、その他にわずかに仏教徒とキリスト教徒がいるが、宗教の違いに関わらず、家父長的な家庭を築いている。そして、その大部分は、親と子から成る世帯である。世帯主は圧倒的に男性である。女性が世帯主になるのは、夫の死亡によることもあるが、離婚や遺棄の場合が多い。彼女たちの世帯は、極貧層が多数を占める。
　家父長的な家庭は、男性の方が女性より地位が高く、娘より息子に高い価値を置く。そのため、教育、栄養・医療などで男性の優遇が見られる。例えば、平均余命は、男性と女性が平等に栄養・医療を受けていれば、生物学的に見て、女性が長いものと一般的に考えられている。しかし、バングラデシュでは、男性と女性の寿命は同じである（２００２年）
【図１参照】。また基礎的な教育を十分に受けていない女性が多いことが識字率に表れている【図２参照】。バングラデシュで、初等教育（５年間）が義務教育と定められたのは、１９９０年である。その後、部分的に導入され、全国に普及したのは１９９３年である。よって女性の生きる道は結婚であり、幼いころから男性に依存するように教えられる。
　これが、バングラデシュの女性の現状である。
【図１】平均寿命の男女格差
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（出所：社会事情データ図録）
【図２】アジア太平洋地域各国の男女別識字率（１５歳以上）２０００年～２００６年
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（出所：アジア太平洋識字データベース）
４－２　グラミン銀行利用女性の変化
長い歴史や伝統の中で、農村社会では女性は家の中、男性は外で働くことが主流だった。そのため女性の社会的、政治的、経済的、文化的状況などを変えていくことは非常に困難であった。そのような中、１９８３年にグラミン銀行がジョブラ村にやってきた。初期の頃は家族をはじめ、村社会も女性と銀行との関わりに反対していた。しかし、グラミン銀行のモチベーションにより村の女性がマイクロクレジットに興味を示し、やがて家族の賛同を得て積極的に関わるようになった。全体の借り手のうち９７％以上は女性である。小規模融資を受けることで自分たちが昔から持っているインディジーナス・ノウレッジ（代々親から子、子から孫へと受け継がれている知恵と知識）を活かしてアヒル、ニワトリ、ヤギ、牛などを育てたり、野菜の栽培をしたり、村で小さな店を開くなどして現金収入が得られるようになった。これにより、貧困削減と同時に家族の中で自分達の地位を確立できるようになった。グラミン銀行から無担保でマイクロクレジットを受けることにより、女性達が経済的に自立し、さまざまな社会や政治活動にも積極的に参加することによって自分達が対等な立場で意志表示できるようになった。このようなことは今まで開発途上国の農村で暮らす女性の生活の中で考えられなかった。グラミン銀行は女性と開発、ジェンダーと開発という理論やアプローチより実践的に女性のエンパワーメントを通じて静かな革命を起こしているとも言えるだろう。
　次に、グラミン銀行の特徴ともいえる５人グループ制度が、女性に与えた影響を考えていきたい。
　５人グループには、グループ長と書記が存在するということは、「１－４　グラミン銀行の特徴」でも述べたが、それぞれの任期は１年であり、輪番制であるため、役割を公平に経験できる。一見ささやかに思えるこの役割は、女性たちにとっては「公的」で大きな経験となる。なぜなら彼女たちは、家族や地域社会の中で、妻や母として、ときには娘としての役割は担っているが、それ以外の体験はとても乏しいからだ。彼女たちの行動はいつでも「私的」なものだ。家族の代表は男性であり、女性が寄り合いなどの公の場に出ることはめったにない。「公的」は男性がするものと考えられているからである。
また、学校教育の経験がないか、あったとしても短い期間であるため、学校で何らかの
地位・役割を与えられた経験も乏しい。
このグループ長と書記の役割は、もともとリーダーとしての素質がある人にとっては、それを開花させ、ない人にとっては、身につけさせる訓練になる。
　皆がグループ長や書記をすることにより、１人１人が、自分達で考え、行動するようになる。そのような中で、彼女たちは「自信」や「リーダーシップ」を身につけるだろう。
　以上のように、グラミン銀行のシステムは、女性達に知らず知らずのうちに、「自信」や「リーダーシップ」、「行動力」を身につけさせるものであり、それが女性達の成長に大変良い影響を与えていると考える。
第５章　世界に広がるマイクロファイナンス（マイクロクレジット）
　バングラデシュの「グラミン銀行」から生まれた「マイクロファイナンス（マイクロクレジット）」は、今日、世界の多くの国に普及している。その広がりは、途上国のみならず、先進国においても広がっている。マイクロクレジットは世界１１０ヵ国へ広がり、１億以上の世帯が恩恵を受けていると言われる。

　本章では、世界におけるマイクロファイナンス（マイクロクレジット）の広がりをみていく。
５－１　マイクロファイナンス機関ＭＦＩ
　マイクロファイナンスを行う組織を「Ｍｉｃｒｏｆｉｎａｎｃｅ Ｉｎｓｔｉｔｕｔｉｏｎｓ」という。公式データはないが、世界でおよそ１００００の機関が存在し、そのうち１００～１５０程度がフォーマルな組織形態のもと、成熟した事業モデルを確立しているといわれる。

ＭＦＩの生い立ちや形態は様々だ。貧困者の経済的自立支援を目的に出発したもの、開発プログラムの一環として零細企業家に小額融資をしたのがきっかけだったもの、女性の社会的地位向上を目指して活動が始まったものなど、それぞれが置かれた状況によってＭＦＩのルーツは異なる。また、それらの形態は政府系機関であることもあれば、民間の非政府組織（ＮＧＯ）の場合もあり、そこから発展して当局の認可を受けた銀行へと業態転換を行なったものもある。また、商業銀行がマイクロファイナンスへ参入するケースもある。

　ＭＦＩの大半が開発途上国に拠点を置いている。「Ｍｉｃｒｏｃｒｅｄｉｔ Ｓｕｍｍｉｔ Ｃａｍｐａｉｇｎ Ｒｅｐｏｒｔ ２００９」に報告を行った、ＭＦＩ３５５２機関の地域別内訳を見ると【図４参照】、アジア・太平洋が７２７機関（４９％）、サハラ以南のアフリカが９３５機関（２６％）、南米・カリブ諸国が６１３機関（１７％）、中東・北アフリカが８５機関（２％）となっており、これら開発途上国の合計が３３６０機関（９５％）に達する。一方で、先進国にも代表的なＭＦＩが存在している点も見逃せない。例えば、米国のアクシオンは、１９６１年に設立された民間ＮＰＯで、１９７３年にブラジルでマイクロクレジットを開始したのを皮切りに、世界中の開発途上国で活動を行っているが、１９９１年からは開発途上国だけでなく米国内でもマイクロクレジットを行っている。

【図４】マイクロファイナンス機関の地域別分布
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（出所：大和証券、マイクロファイナンス特集）
　次に、ＭＦＩの資金源について考える。ＭＦＩはもともと、その資金源を国際機関や政府系金融機関からの援助や民間団体からの寄付に依存していた。しかし、こうした援助資金は財源としては限定的かつ不安定なものであり、持続的な事業拡大に適した資金ソースとはいえない。ドナーとの折衝に多くのリソースを割かざるを得ず、事業活動に満足な時間を費やすことができないといったケースも生じていた。そこで、援助資金に全面的に依存するのではなく自らの事業収益を財源とする努力がなされ、通常のビジネスと同じように、効率的なオペレーションというものが強く意識されるようになった。さらに、事業規模が拡大してきたＮＧＯ形態の機関のなかから銀行へと業態転換を果たして預金サービスを提供するところが現れはじめた。預金は貸出とならんで貧困者の経済的自立を促す重要な金融サービスであるだけでなく、ＭＦＩ自身にとっても安定的な財源の確保という大きなメリットがある。１９９０年代後半になると、マイクロファイナンス投資ビークルという資金調達のための“器”が登場し、国際資本市場へのアクセスが可能となった。２０００年代に入って専門の運用会社や大手金融機関が相次いでこの分野に参入したことでマイクロファイナンス投資ビークルを通じた資金調達は急拡大し、２００７年には民間の投資資金が国際機関からの投資額を上回るに至っている。
第６章　グラミン銀行・マイクロファイナンス（マイクロクレジット）をよりよいものにするために
　第４章ではグラミン銀行の成功について、そして第５章ではマイクロファイナンスの広がりについて述べてきた。本章では、マイクロファイナンス問題点について考えていきたいと思う。さらには、改善策を提言し、よりよいものにするには何をすべきかを考えていく。
６－１　グラミン銀行・マイクロファイナンス（マイクロクレジット）の問題点と提言
　第４章で述べたように、グラミン銀行の制度は成功を収め、それまで阻害されていた貧しい人々に様々な良い影響をもたらした。しかし、まだ問題点も残されていると考える。
　以下、私が考える「グラミン銀行」または「マイクロクレジット」の問題点を４つ述べたいと思う。また同時に改善策も考えていきたいと思う。
　まず、融資の使用用途の問題だ。グラミン銀行の融資の使い道に疑問が残る。なぜなら、
融資を受けている人のほとんどが自己雇用であり、雇用創出効果の高い分野への投資が少ないと感じるからだ。【図5】は、融資の使用用途が表されているが、このうち女性による資金の使い方には、２パターン存在する。１つは、女性がひとりで活用する場合。もう１つは、夫との共同活用である。今後、自己雇用から雇用創出効果の高い分野への投資を広げることで、より多くの貧困者を救えると考える。
　次に、グラミン銀行の特徴でもある、女性への融資を考える。第４章で述べたように、グラミン銀行の融資先のうち約９７％は女性だ。貧困の最初の犠牲者を受けるといわれる女性の生活を変え、多くの女性の地位向上を実現した点は評価できるが、改善点もあると考える。それは、女性への負担だ。女性たちの生活を考えると間違いなく女性への負担は増した。これまで同様に家事や育児をこなしながら、自分の仕事も行う。これは、想像以上に大変だと考える。夫や家族の協力が不可欠である。そのためには、仕事への理解が必要であり、融資側からの家族への教育を行うことが必要であると考える。
　次に、融資を受ける人々への教育について考えたいと思う。バングラデシュでは、財布の紐は男性が握っているのが一般的で、女性はお金の扱いに不慣れな人が多い。もちろん、グラミン銀行利用の女性も例外ではない。多くの女性たちにとって、資金を使って働く、つまり自営するのは初めてのことである。しかし、グラミン銀行は、ある程度のアドバイスはするが、特別な職業プログラムを通して、女性たちに専門技術を教え、自活の道を開かせるという方法をとっていない。人々は必要な技術は身につけているのであり、資金を必要としていると考えているからだ。しかし、私はこの考え方に疑問を持つ。なぜなら、それまでまともに教育を受けたことがない上に、お金の扱いも不慣れな人々に、アドバイスはするにしても、資金提供だけでするのは、危険であり、可能性も狭めている気がするからだ。融資を受ける側に、一定の教育や技能訓練を行うことで、融資の使用用途も広がるだろう。また、１人１人がより明確な経営ビジョンを持つことができると考える。よって、私は融資を受ける側の教育を強化することを提案する。
　最後は、マイクロクレジットであっても、極貧層が融資を受けにくいという点について考える。その原因は、グラミン銀行の特徴でもある「５人グループ」にあると考える。グループで連帯責任を負わなければならないため、メンバー選びの際、リスクの高い極貧層の人々はどうしても阻害されてしまう。メンバーに入れて貰えないために、融資を受けたくても受けることのできない現実がそこにはある。
しかし、この問題への取り組みはもう始まっている。グラミン銀行は２００３年より、「物乞自立支援プログラム」を導入した。物乞自立支援プログラムの目的は、さまざまな理由から物乞いをする人々に、経済的に力をつけるだけでなく、やる気と尊厳を高めることにある。物乞いを対象としたグラミン銀行のプログラムで融資受けているメンバーは１０万人を超えている。 
「物乞自立支援プログラム」の特徴は以下の通りである。 

①借り手はグラミン銀行の規則（１６原則）やシステムの対象になってない（守る義務はない）。 

②全ての融資は無利子である。返済にも期限は決めてない、本人が返済したい時でいい。 

③物乞いをしている人達は自己負担なしで生命保険とローン保険に入っている。 

④グラミン銀行のグループやセンターに物乞いをしている人達のパトロンになるように推薦している。 

⑤全てのメンバーにグラミンのロゴの入っているバッチを持たせている、このバッチが彼をグラミンのメンバーであることを証明する。 

⑥グラミン銀行側は物乞いしている人達に辞めるようなアドバイスはしない。かわりに副収入を得られるよう努力することを進めている。 

　このように、グラミン銀行のメンバーがしなければならないことをしなくてもよく、また多くの特典が与えられているのが特徴である。
小さな村から始まったグラミン銀行は、貧困を少しでも緩和できるように、今現在も進化をし続けている。問題点は残っているが、「物乞自立支援プログラム」のように、今後も改善を続けることで、より多くの人々を貧困から救い、多くの人々に幸せを運ぶことができると思う。
【図５】グラミン銀行におけるローンのあらまし
	
	１９８３年
	１９９３年
	２００２年

	融資件数（件）
	４万３０００
	３５３万
	２１５万

	融資額(タカ）
	９９００万
	１０６億２２００万
	１４０億１５００万


主な経済活動
	
	1983年
	1993年
	2002年

	1
	乳牛
	稲作
	乳牛

	2
	脱穀
	乳牛
	牛飼育

	3
	牛飼育
	牛飼育
	雑貨店


業種別活動
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（「グラミン銀行を知っていますか」を元に作成）
６－２　世界に広がるマイクロファイナンス（マイクロクレジット）の問題点と提言
　現在、発展途上国を中心に世界に広まっているマイクロファイナンス（マイクロクレジット）だが、その有効性は、まだまだ議論の余地があると考える。
　まず、農村部での事業拡大の問題だ。グラミン銀行の場合農村中心だったが、農村部でのマイクロファイナンスの拡大には、コストがかさむ。なぜなら、都市部と比較して、家々が分散しているからである。これにより、融資回収のコストがかさみ監視が行き届かず、結果貸し倒れのリスクが高まる可能性が出てくる。これを避けるためにも、マイクロファイナンス（マイクロクレジット）を実施する際には、その地域や国独自の経済構造、社会への理解や入念な計画が必要だと考える。
　また、世界に広まり、マイクロファイナンス（マイクロクレジット）を行う機関が増えたことで、競争が生じている問題がある。マイクロファイナンス（マイクロクレジット）を行う機関同士で融資競争が起きている場合がある。これは、融資審査が甘くなるという危険があり、結果として、返済率低下に繋がりかねない。
　マイクロファイナンス（マイクロクレジット）の普及によって、多くの人々が恩恵を受けていると思うが、今後は新規参入機関の審査も重要になってくると考える。
終わりに
　本論文では、バングラデシュのグラミン銀行を例に挙げ、貧困問題への新しい解決策を探ってきた。
　これまで、貧困者への支援は、寄付やチャリティなどの慈善活動だった。今もその風潮は変わっていない。しかし、グラミン銀行とマイクロファイナンス（マイクロクレジット）の誕生により、少しずつではあるが、一方的な援助から持続可能な援助へと変わってきている。
グラミン銀行創設者のムハマド・ユヌス氏は以下のように述べている。「返済を伴わない援助は貧困に対して無力である、慈善は貧困を救えない。貧困がなくなるには、究極的には一人ひとりが自ら自分の経済をコントロールする力と自尊心を持ち、自立することが大切である」。この言葉から分かるように、慈善は一時的なものであり、根本的に貧困をなくすことができない。根本的に貧困をなくすためには、貧困者の自立が必要なのである。その自立の手助けとして生まれたのが、マイクロファイナンス（マイクロクレジット）なのである。

　グラミン銀行には、貧困者に対しての自立や自助努力を助けるシステムが備わっている。
また、これまで貧しい人々は、お金を借りたくても、返済能力がないと考えられ、フォーマルな機関から融資を受けることができず、自立する意思があっても、豊かになるスタートラインにすら立てなかった。グラミン銀行誕生のお陰で、少額だが融資を受けることができるようになり、多くの自立の意志のある人々がチャンスを得ることができるようになった。
　そして、今まで社会的弱者であった女性の地位を向上できたことは大きな成果だと考える。グラミン銀行を利用することによって、多くの女性が社会進出を果たした。また、それに伴い自己成長することができたと思う。グラミン銀行を利用し、自分の意志で事業を行うことで、多くの女性が自信を身につけることができた。これは、慈善活動ではできないことだろう。
　グラミン銀行の成功は、これまでの常識を覆し、世界中に影響を与えた。高い返済率を実現したことで、貧しい人々にも返済の能力があることを示せたことは、マイクロファイナンス普及に向け、大きなアピールになったに違いない。マイクロファイナンスは、世界中の貧困撲滅に有効な手段であり、これまで主流だった援助金や物資の支援よりも、貧困問題を根本的に改善することができる。貧困者に対しての援助金や物資の支援は、必要であることに違いはない。しかし、その支援が過剰になってしまうと、貧困者の自立を邪魔してしまう。今後、今以上にマイクロファイナンスを利用する人々が増え、１人でも多くの人が貧困という闇の中から脱出し、自分の力で明るい未来を掴み取ってほしいと思う。そのためにも、世界中の人々がマイクロファイナンスというシステムに興味を抱き、考え、新しい貧困者支援として広めていくことを期待する。
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